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2 より、 122  ca であるから、  sin,cos  ca とおける。 
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すべての nについて 1
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したがって、以下帰納的に、 1≧k として 
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であるから、すべての nについて 1
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 nn yx が成り立つ。 

 

以上により、いずれにしても、すべての nについて 1
22
 nn yx が成り立つ。(証明終) 
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※甲□4 との違いは、 nの値が1ずれているだけである。 


